
 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

   

 

 

  

  

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

２０１7 年３月２７日 

発行： 横浜中エリア経営会議 

問い合せ： 地域活動支援課 

TEL： ０４５-４７０-６８６３ 

２０１6 年度活動テーマ 

ひろげようおいしい○わ、 

繋げよう人の○輪  

横浜中エリアの組合員がつくる、伝える 

http://palsystem-kanagawayume.lekumo.biz/yume05/ ブログ「なかよこ」で検索 

リユースびん。使い終わったらよーく洗い、乾かしてから通い箱に入れ

てパルシステムに戻してください。自治体の資源回収に出してしまう

と、破砕され原料に戻すことに…。20～30 回繰り返し使うことによっ

て、環境負荷がおさえられます。ご協力をお願いします！ 
＊ふた、注ぎ口、ラベルは各自治体の分別ルールに従って処分してください。 

＜１月の回収状況＞横浜中センター 85.0％でした！ 

 

もうすぐ新年度がスタートですね。ご進級・ご進学されるみ

なさん。おめでとうございます。わが家の長女も今年度はと

うとう受験生。親子ともども、勝負の一年になりそうです。 

受験生のお母さん！ がんばりましょう      （す） 

 

2 日目、-8℃の厳寒の中、夜明け前の雪道を歩き、澄み切った

空に太陽が出る頃にマガンが一斉に羽ばたくさまは圧巻でし

た。リタイアしてバスに戻る人もいましたが(うちの娘も)、寒さに

耐える価値があったと思います。そして朝食と昼食も生産者の

方たちと交流を深め、お米の保管場所を見学しました。たくさん

積みあがったお米は、虫や害獣の入ってこない清潔な倉庫で徹

底した温度管理が 

同期入協のふたり。お互

い意識し合い、助け合

い、よきライバルとして

活躍してほしいと思い

ます。 

入協２カ月。まだまだ成

長過程です。日々いろん

な経験をし、常に組合員

のみなさまへの感謝の

気持ちを忘れず、大活躍

してくれる日を楽しみ

にしています。ガンバ

レ!                   

        BAN 

横浜中センターに新しい

仲間が来てくれました。 

今月は２名の新供給担当

紹介です。 

 

4 月からの横浜中エリア経営会議の企画を紹介します。 

 

 

 

 

 

気になる企画はありますか？ 

募集要項は weekly どりーむぺいじをチェック！ 

 

１月１４日(土)、１５日(日)で1泊し【宮城県自然体験ツアー（JAみどりの）】に参加しまし

た。JA みどりのとは、宮城県仙台市の北東にある米産地（美里町、大崎市、涌谷町）

です。春夏秋とお米の生産体験をしましたが、冬の交流では産地を知る体験をします。 

されていました。 

安心と感動と楽しみ

の詰まった２日間。

ぜひこれを読んでく

れたあなたもツアー

に参加して産地で思

い出を作ってみてく

ださいね。  （や） 

左：下村拓哉（26）いつも笑顔がモットーです！ 

右：堀内謙一（31）ホリケンって呼んでください！ 

春の交流で播種した大豆を使いみそ作り。

産地の豚肉を使ってソーセージ作り。鍋を囲

んで生産者のみなさんと交流をしました。 

今回のツアーのメインイベントは絶滅危惧種

である【マガン】のねぐら入りと飛び立ち！ 

夕暮れのねぐら入りのとき、娘が「今、目が

覚めて夢だったとしてもいい夢だったと思う」

と言うくらい、とても幻想的でした。 


